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落雷制御に向けた発雷位置・電荷量予測技術
発雷を高精度に予測することで、

街や人への落雷被害を未然に防ぎます
#レジリエンス

雷放電1つ1つの正確な予測を行うためには、3次元
で雷雲内の電気的特性を推定する必要があります。

雷の発生位置・エネルギーを予測する技術の確立に
より、街や人への落雷被害を削減します。

• 多点で観測した地上電界データを活用し、独自のアルゴリズ
ムで雷雲内の電荷分布をリアルタイム推定する技術

• 機械学習を応用し、推定した電荷分布データから将来の発雷
位置およびその電荷量（＝雷の強度）を予測する技術

雷雲内の3次元電荷分布を100m分解能で予測することで、市中
技術では困難な雷の強度と数100mの精度での発雷位置の予測
を実現

• 情報通信分野：天気予報への雷強度・高精度発雷位置データ提供サービスに活用可能
• 防災分野：雷危険度マップに基づいた重要インフラ設備の雷故障防止の意思決定に活用可能

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT 技術ジャーナル「極端自然現象下においても安心 �安全な社会生活を実現するプロアクティブ環境適応技術」（2022年12月） 
／ Youtube「【NTT】落雷を受けても故障しないドローンで、落雷から街を守ります（2022）」

問い合わせ先URL 社外連携先＝北海道大学／東日本電信電話株式会社

https://journal.ntt.co.jp/article/20370
https://youtu.be/zepdLwMNe6E?si=te9JDLrhW4-QHOJ9
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=303&param03=G07-07
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